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• 試験環境
・ 安全キャビネット（消灯状態で利用）
・ 試験室の照明環境 一般照明
・ 常温・常湿

• ウイルス
• SARS-CoV-2（デルタ株）
• 滅菌MilliQで10倍希釈したものを照射実験に使用

• 照射条件
• ウイルス液を60mmシャーレに10mlアプライ
• 写真のようにシャーレを置いて照射
• 未照射はアルミホイルを軽く被せて放置
• 試験ランプ ＦＳＧＢ２０型（全⾧５８０ｍｍ）
• 搭載ＵＶチップ 波⾧ ３６７ｎｍ
• 試験ランプとシャーレ間距離 ３００ｍｍ

• 一定時間照射後ウイルス液を回収
• 回収したウイルス液をプラークアッセイによりウイルス力価を測定
• 全てn=3で実施
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0hr 0.5hr-未照射 0.5hr-照射 4hr-未照射 4hr-照射 8hr-未照射 8hr-照射

ave sd 減少率(%)

0hr 6.5563025 6.44715803 6.53147892 6.51164648 0.05721121

0.5hr-未照射 6.50514998 6.32221929 6.41497335 6.41411421 0.09146837

0.5hr-照射 5.8573325 5.88649073 5.88649073 5.87677132 0.01683451 70.9826927

4hr-未照射 6.36172784 6.36172784 6.36172784 6.36172784 0

4hr-照射 4.36172784 4.34242268 4.34242268 4.34885773 0.01114584 99.0291997

8hr-未照射 5.98227123 5.96848295 5.98227123 5.97767514 0.00796067

8hr-照射 2.30103 2 2.47712125 2.25938375 0.24127159 99.9808703

99.98％以上減少
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【考察】
本試験は、弊社の紫外線ランプが新型コロナウィルスに対する不活化効果を確認する為に実施した。

試験の結果、新型コロナウィルスを含むシャーレから３０ｃｍの距離を置いた照射条件で０．５時間
で７０．９８％、４時間で９９．０３％、８時間で９９．９８％以上のウィルスタイターの減少が見
られた。


